
 

令和８年度 第１回 舞阪中学校 学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和８年４月２８日（火） １４時００分から１５時３０分まで 

２ 開 催 場 所  舞阪中学校 １階 会議室 

３ 出 席 委 員  片山 幸一、江間 雅尾、片桐 美惠子、坂田 久実、佐々木 雄一、鈴木 孝一、 

  竹中 務、山下 利恵 

４ オブザーバー 堀内 実（舞阪支所） 

５ 学    校  松井 麻紀子（校長）、松下 宏幸（教頭）、田岡 忍（ＣＳディレクター） 

６ 傍 聴 者  なし 

７ 会議録作成者  ＣＳディレクター 田岡 忍 

８ 会長の選出及び副会長の指名 

司会の松下教頭から、副会長の選出について委員に意見を求めたところ、会長の片山委員から、

江間委員を副会長に指名し、全員異議なくこれを承認した。 

９  議長の選出 

   議長は前回会議（昨年度第４回）の経緯より、山下委員が務めることを申し出、全員異議な

くこれを承認した。 

１０ 協 議 事 項 

（１）学校運営の基本方針について 

（２）舞阪中学校いじめ防止基本方針について 

（３）学校運営協議会 今年度の目標について 

（４）夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書について 

１１ 会 議 記 録 

  司会の松下教頭から、委員総数８人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議

が成立している旨の報告があった。 

 

 （１）学校運営の基本方針について 

議長の指示により、松井校長から、今年度の学校運営基本方針について説明があり、委員から

は、以下の発言があった。 

 

・生徒の人数が減少している中、学校基本方針を踏まえて、充実した学校生活を送るには、どう

したら良いのか。（鈴木委員） 

・学校でどのようないじめ問題がおきているのか、また地域住民が相談役になって、出来ること

があれば手助けしたい。（佐々木委員） 

・異年齢交流は良いことだと思うが、縦割り活動はどんなことをするのか。（片山委員） 

 ⇒体育大会や合唱コンクールなど、一つのことに向かって一緒に活動することで、他学年の良

さや、協力することの大切さを学ぶ機会にしたいと考えている。（松井校長） 

・生徒会を中心に、生徒自身が様々な企画を提案し、実施していけたら良いと思う。（鈴木委員） 



 

協議の結果、松井校長の学校運営基本方針は、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２）舞阪中学校いじめ防止基本方針について 

松下教頭から、舞阪中学校のいじめ防止基本方針について説明があった。委員からの発言は、

以下の通りである。 

 

・昼休みに生徒の見守りをし、生徒たちが地域住民と顔見知りになったり、コミュニケーション

をとったりすることで、いじめ防止の対策になれば良いと思う。地域住民や保護者は、積極的

にボランティアに参加してほしい。（片桐委員） 

・保護者が見守りボランティアに参加することは、思春期の子ども達にとって、どう感じるのか。

また、どう接したら良いのか、どこまで対応したら良いのか。（竹中委員） 

 ⇒注意や見張るではなく、顔見知りになって見守って頂けることで、いじめ防止に繋がると思

う。是非、たくさんの方に協力して頂きたい。（松下教頭） 

 

（３）学校運営協議会 今年度の目標について 

松下教頭から、学校運営協議会 今年度の目標について説明があった。 

 

（４）夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書について 

  松下教頭から、夢育やらまいか事業ＣＳ加算分に対する意見書について説明があり、委員は全

員異議なくこれを承認した。 

 

その他報告事項等 

松下教頭から、以下の説明があった。 

・最近の生徒の様子は、元気な挨拶ができる生徒や、昼休みにグラウンドで身体を動かす生徒が

増えていると報告があった。 

・田岡ＣＳディレクターから、次回の会議は、令和８年７月２３日（木）１３時半から１階旧パ

ソコン室で開催する旨の報告があった。 

・第２回または第３回議長の選出について、佐々木委員が務めることを申し出、全員異議なくこ

れを承認した。（第２回運営協議会は教員とのグループディスカッションの予定の為） 


